
Information

　　

固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
準
と

な
る
日
は
１
月
１
日
で
す
。

　
　

今
年
中
に
家
屋
を
新
築
し
た

り
、
既
存
の
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
税
務
課
資
産
税
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
宅
地
に
つ
い
て
次
の
区
分
が
あ

り
ま
す

【
住
宅
用
地
】住
宅
用
地
に
は
税
負

担
を
軽
減
す
る
特
例
措
置
が
設
け

ら
れ
て
い
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

▼
小
規
模
住
宅
用
地

　
　

200
㎡
以
下
の
住
宅
用
地
（
200
㎡

を
超
え
る
場
合
は
住
宅
１
戸
当
た

り
200
㎡
）を
小
規
模
住
宅
と
い
い
、

課
税
標
準
額
が
価
格
の
６
分
の
１

に
な
り
ま
す
。

▼
一
般
住
宅
用
地

　　

小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅

用
地
で
、
課
税
標
準
額
が
価
格
の

３
分
の
１
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、家

屋
の
床
面
積
の
10
倍
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、
併
用
住
宅
の
場

合
は
一
定
の
率
を
乗
じ
た
面
積
だ

け
が
特
例
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
非
住
宅
用
地
】　

非
住
宅
用
地
に

は
特
例
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

倉
庫
な
ど
を
取
り
壊
し
た
場

合
、
家
屋
の
評
価
が
な
く
な
り
税

額
は
下
が
り
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
住
宅
を
取
り
壊
し
た

場
合
、
家
屋
の
税
額
は
下
が
り
ま

す
が
、宅
地
は
非
住
宅
用
地
と
な
っ

て
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、
課
税
標

準
額
が
上
が
る
こ
と
に
な
り
、税
額

が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
新
築
住
宅
に
は
減
額
措
置
が
あ

り
ま
す

【
減
額
措
置
と
は
】

　　

居
宅
や
併
用
住
宅
を
新
築
し
た

と
き
は
、一
定
期
間
、次
の
要
件
で

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
　

対
象
は
居
住
部
分
と
な
っ
て
お

り
、
併
用
住
宅
で
は
居
住
部
分
の

割
合
が
２
分
の
１
以
上
の
も
の
に

限
ら
れ
ま
す
。ま
た
、床
面
積
が
50

㎡
（
一
戸
建
て
以
外
の
貸
家
住
宅

は
40
㎡
）
以
上
、280
㎡
以
下
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　　

対
象
面
積
は
居
住
部
分
の
120
㎡

と
な
り
、
120
㎡
ま
で
の
住
宅
は
全

面
積
を
、
120
㎡
を
超
え
る
住
宅
は

120
㎡
分
を
減
額
し
ま
す
。

　
　

減
額
さ
れ
る
額
は
、
税
額
の
２

分
の
１
、
減
額
さ
れ
る
期
間
は
、
一

般
の
住
宅
は
新
築
後
３
年
間
、
長

期
優
良
住
宅
は
新
築
後
５
年
間

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
税
務
課

　
　

平
成
22
年
４
月
か
ら
企
業
の
倒

産
や
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
の
理

由
で
失
業
さ
れ
た
方
（
非
自
発
的

失
業
者
）は
申
請
に
よ
り
国
保
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
対
象

　　

離
職
日
に
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格

者（
例
／
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る

離
職
）

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職

者（
例
／
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離

職
）と
し
て
失
業
等
給
付
を
受
け

る
方
で
す
。

■
軽
減
額

　　

前
年
の
給
与
所
得
を
100
分
の
30

と
み
な
し
算
出
し
ま
す
。

■
軽
減
期
間

　　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま

で（
最
長
２
年
）

※
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
な
ど
を
受
け
る

期
間
と
は
異
な
り
ま
す

※
国
保
に
加
入
中
は
、
途
中
で
就
職
し
て

も
引
き
続
き
対
象
と
な
り
ま
す
が
、会
社
の

健
康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国
保
を
脱
退

す
る
と
終
了
し
ま
す

■
申
請
方
法

　
　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
交
付
）と
印
鑑
を

持
参
し
、税
務
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
所
得
申
告
を
し
て
い
な
い
と
…

　
　

国
保
税
は
前
年
中
（
平
成
24
年

１
月
〜
12
月
）の
所
得
な
ど
を
基

に
算
定
さ
れ
ま
す
。申
告
を
し
て
い

な
い
と
、所
得
が
な
い
世
帯
や
少
な

い
世
帯
が
受
け
ら
れ
る
軽
減
措
置

（
７
・
５
・
２
割
軽
減
）が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。ま
た
、
病
院
な
ど
で
支
払

う
自
己
負
担
の
月
額
限
度
額
が
、

上
位
所
得
者
で
の
扱
い
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　　

24
年
中
の
所
得
申
告
が
お
済
み

で
な
い
人
は
、至
急
税
務
課
へ
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

※
金
融
機
関
に
口
座
を
お
持
ち
の
人
は
、

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
税
務
課

　　

平
成
25
年
中
に
納
付
さ
れ
た
国

保
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
納
付
確

認
書
を
、
市
役
所
税
務
課
お
よ
び

各
支
所
等
で
発
行
し
ま
す
。
確
定

申
告
等
で
必
要
な
方
は
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
　

申
請
の
際
、
認
め
の
印
鑑
と
本

人
確
認
の
で
き
る
も
の（
運
転
免
許

証
・
保
険
証
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
税
務
課

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

　
　

申
請
書
に
基
づ
い
て
選
挙
人
名

簿
の
作
成
を
し
ま
す
。選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
な
け
れ
ば
、農
業
委

員
の
選
挙
が
あ
っ
て
も
投
票
で
き
な

い
の
で
、資
格
の
あ
る
方
は
忘
れ
ず

に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
配
布
・
回
収
に
つ
い
て　

申
請
書

は
昨
年
の
名
簿
を
基
に
12
月
26
日

頃
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、同
封
の
返

信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
の
提
出
期
限

　　

26
年
1
月
10
日（
金
）

■
名
簿
登
載
資
格
者 

　　

次
の
全
項
目
に
該
当
す
る
人

　
●　

平
成
６
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人

　
●　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
香

南
市
に
住
所
が
あ
る
人

　
●　

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作

業
務
を
営
む
人
、お
よ
び
配
偶
者

ま
た
は
同
居
す
る
親
族
で
、
年
間

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

▼
資
格
が
あ
る
の
に
、
申
請
書
が

届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

　　


57
ー
7
5
1
9

　
　

近
年
、
国
内
で
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
口
蹄
疫
が
相
次

い
で
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、家
畜
や

家
き
ん
を
飼
育
し
て
い
る
皆
さ
ん

は
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ

き
、
飼
育
頭
羽
数
や
衛
生
管
理
状

況
を
家
畜
保
健
衛
生
所
に
定
期

的
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
　

牛
、水
牛
、鹿
、馬
、め
ん
羊
、山

羊
、豚
、い
の
し
し
、鶏
、あ
ひ
る
、う

ず
ら
、き
じ
、だ
ち
ょ
う
、ほ
ろ
ほ
ろ

鳥
、
七
面
鳥
を
飼
育
し
て
い
る
方

は
、毎
年
２
月
１
日
の
飼
育
状
況
を

所
定
の
報
告
用
紙
に
記
載
し
、４

月
15
日
ま
で
に
家
畜
保
健
衛
生
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
報
告
用
紙
は
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
た
は

県
畜
産
振
興
課
に
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

　　

中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

　　

香
長
支
所

　　


52
ー
3
0
6
9

　　

県
畜
産
振
興
課

　　


0
8
8
ー
8
2
1
ー
4
5
5
3

　
　

家
き
ん
を
飼
育
し
て
い
る
皆
さ

ん
、鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
予

防
に
は
、次
の
よ
う
な
対
策
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

①
飼
育
施
設
や
そ
の
周
囲
を
清
潔

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

②
飼
育
施
設
に
は
、
野
鳥
や
野
生

動
物
が
侵
入
し
な
い
よ
う
に
金
網

や
ネ
ッ
ト
（
２
㎝
角
目
以
下
が
目

安
）を
か
け
ま
し
ょ
う
。

③
飼
育
施
設
に
入
る
と
き
は
、
専

用
の
服
や
、
履
き
物
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

④
飼
育
場
所
の
出
入
り
口
に
、
踏

み
込
み
消
毒
槽
や
ア
ル
コ
ー
ル
ス
プ

レ
ー
等
を
備
え
て
、消
毒
を
し
っ
か

り
行
い
ま
し
ょ
う（
市
販
の
も
の
で

十
分
に
効
果
が
あ
り
ま
す
）。

　
　

飼
育
し
て
い
る
家
き
ん
が
連
続

し
て
死
亡
す
る
な
ど
の
異
常
が
見

ら
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
家
畜
保

健
衛
生
所
か
獣
医
師
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

　　

香
長
支
所

　　


52
ー
3
0
6
9

■
夜
間
・
休
日
の
問
い
合
わ
せ

　　

高
知
県
庁（
代
表
）

　　


0
8
8
ー
8
2
3
ー
1
1
1
1

　　

全
国
で
公
園
遊
具
の
不
具
合
に

よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
　

住
宅
都
計
課
で
は
、
当
課
の
管

理
す
る
公
園
を
対
象
に
年
２
回
の

点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
、公

園
遊
具
な
ど
に
関
し
て
気
づ
い
た

点
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
住
宅
都
計
課

　
　

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

平
成
24
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約

67
万
件
、死
傷
者
数
は
約
83
万
人

と
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
え

る
、極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
交
通
事
故
は
車
社
会
の

負
の
部
分
で
あ
り
、被
害
者
に
と
っ

て
も
加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な

結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、す
べ
て

の
自
動
車
の
保
有
者
に
自
動
車
１

台
ご
と
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

国
保
税
の
軽
減
制
度
に
つ
い
て

て
お
り
、基
本
的
に
す
べ
て
の
加
害

者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
と
と

も
に
、す
べ
て
の
被
害
者
の
基
本
的

な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で
あ

り
、
被
害
者
の
保
護
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
　

一
人
ひ
と
り
が
、よ
り
一
層
自
賠

責
制
度
の
役
割
・
重
要
性
や
、保
険

金
・
共
済
金
の
支
払
い
の
仕
組
み

な
ど
を
十
分
に
理
解
・
認
識
す
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

▼
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の

運
行
は
法
令
違
反
で
す
！

　　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、万
一
の

自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対

人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動
機

付
き
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り（
自
動
車
損
害
賠
償
法
）
、自

賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行

は
法
令
違
反
で
す
。

　　

四
輪
車
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、特

に
車
検
制
度
の
な
い
250
㏄
以
下
の

バ
イ
ク（
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
二

輪
自
動
車
）は
、有
効
期
限
切
れ
、

か
け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　　

自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　　h
ttp
://w
w
w
.jib
a
i.jp

■
問
い
合
わ
せ

　　

国
土
交
通
省
四
国
運
輸
局

高
知
運
輸
支
局
輸
送
・
監
査
部
門

　　


0
8
8
ー
8
6
6
ー
7
3
1
1

　
　

社
会
保
険
料
の

　
　

納
付
確
認
書
発
行
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
届
け
出

T
税 金

T  a  x

税 金

排水結果
（平成２５年１０月分）

　　市とルネサスエレクトロニクス㈱が

締結している公害防止協定書による

工場の排水検査結果を報告します。

項 　目 単 位 目標値 測　定　値

工　

場　

排　

水

排 出 量

水 温

水 素 イ オ ン

生物化学的酸素
要求量 ( B O D )

浮遊物質量(SS)

ノルマルヘキサン
抽出物質含有量

銅 含 有 量

弗 素 含 有 量

シアン 化 合 物

鉛及びその化合物

ヒ素及びその化合物

クロム 含 有 量

ｍ３/D

℃

PH

ｍｇ/ｌ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

－

－

5.8～8.6

20以下

25以下

5以下

1以下

8以下

（1以下）

0.1以下

（0.1以下）

（2以下）

1,685

27.1

6.7

2,243

27.0

6.7

2,310

25.6

6.8

2,162

25.8

6.9

1.2

1.0

0.5未満

0.01

2.4

0.1未満

0.002未満

0.005未満

0.02未満

※排出量、水温、水素イオン濃度は、第１～第４週の水曜日に
　検査した数値です
※目標値とは、公害防止協定書による目標値です
※目標値（　　）内は、国の基準です
※この水質検査は毎月行われています
　結果については、紙面の都合上３カ月に一度掲載します
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